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I熊本県立装飾古墳館では、

平成7年度より企画展｢全国の装飾古墳｣を

開催’ております。

今回は、昨年の宮崎に続きま｛て、

第2回と｛て大分県内の装飾古墳を

取り上げま（た。

古くは『望の国』と呼ばれた大分県は、

九州東部に立地（ 、

東は瀬戸内海が広がり

西は九重連山を望む、

風光明媚な地と’て知られています。

こう（た起伏に富んだ豊かな自然環境のなか、

古墳文化が華開きま（た。

今回、展示開催にあたって、

多くの関係機関、関係諸氏に

ご協力いただきまlたこと

紙面をお借り（て御礼申（上げます。
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●本書は、熊本県立装飾古墳館・平成8年度後期企画展

｜全国の装飾古墳21「大分県の装飾古墳｣の展示図録と
して作成しました。

●本図録の執筆・編集は坂口圭太郎が担当しました。本
図録中の装飾古墳写真は大分県教育委員会のご厚意と

協力のもと、九州歴史資料館の石丸洋氏撮影の写真を

中心に掲載しました。

なお－部の写真及び、本図録中の遺物は坂口圭太郎が
撮影しました。

⑱本図録に掲載されている実測図は関係報告書関係図

書、借用実測図より、複写、作成させていただきまし

た。図面作成にあっては坂口圭太郎が担当し、中尾健
照が協力しました。

⑧図録に掲載した資料の一部を展示替えすることがあり
ます。

⑥展示の企画展示資料､掲載写真について、多くの方々、

関係機関のご指導、ご協力をいただきました。巻末に

記し感謝の意を表します。
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はじめに

－■

ここに一枚の鏡があります。

この鏡を見てみなさんは、何を感I.ますか。

この鏡は、いわゆる
・ﾉI， 鼻 皇

「卑弥呼の鏡」と呼ばれるものです。
こんか< j､ !, lんい‘ j 3＆．）

正式な名称は、三角縁神獣鏡といい
」』二真イ，

中国の魏より賜った100枚の鏡ではないかと

言われているもので､す。
鯵）｜や h ．』§

枚の鏡から、古代の王者の息吹を感(､取ってください。一

宇佐市赤塚古墳出土獣文帯三神三獣鏡（レプリカ）(径203cm)
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古墳の出現

占墳時代を象徴する前ﾉj後円墳の時代の幕開けとともに全|]ilで、ま

るで競い合うかのようにIII埴が造られ始めます。火分りI!では、，l･:佐地

方において、まず火刑の前方後|!l墳が出現します"ll1.墳時代以前より、
2ｻ／， Z I L‘J

豊かなr野部と磯後水道から得られる海産物を背離に勢ﾉ]をもってい
ﾛﾛﾛ 勺 姻
濁、J, .t；

たこの地ﾉJ.が他の地域に先駆けて､大ｲl1政椎と政論的結合を似|ったと

考えられています｡ではいったいどのような形でlli埴にあらわれてく

るのでしょう。
､‘ ’. J0‘ 毒‘ ‘ . 』↑1．

ここにひとつの証拠があl)ますcそれは、刊縁ﾈII1献鏡とll平ばれる
1．J J

鏡の副葬を伴った前ﾉj後l'1墳の出現です．特に字"I;'|jの亦塚II『噴出土
．： ．。 ．!..i .』ペミ ゞ ’ t・・ 眉

の鏡は球都府lll城川栫井人塚山lli墳や､福岡県苅HIIII]~ri塚山占墳とITil
．A ノ．

じ鋳型から竹られておりその配布ルートとともに人ｲll政椛との関係を

考えるうえで興味深いものです。

初期の段階では､宇佐地ﾉj-に留まっていたlli蝋も51M:紀にはいると、
*も,・；＊ 、1 1 2 4 ．i I

大分県|人I各地へ広が{)を兄せ、大分IIJ岻塚I1蛾、FI杵IIJ1､.l 1 1-占墹、|箸1
ｶ J ＃,省 、 告 ’＊ ： ~ 昌 J‘ 4 , ｡ 白 , ･･ t

塚IIi墳など海部地方や、真玉町真玉大塚古峨、戦陵向、市入津原丸111
急 ％

1I｢壇などが阿東半島西海岸で次々と造られていきます．

6 111:紀に入ると大分県|ﾉ1ではそれぞれの提なった地域で､特色のあ

る墹墓が造られていきます‘.そｵしは陸1束，卜島からlノリ海岸沿岸の地域で
！＝！‘1＄． ．f

兄られる「横穴墓」の出現とl l l l l盆地や玖珠盆地に造られる彩色系の
妾。､ ↓ ミ ュ ,.咄

｢焚肺1II墳」です諺

こうして、大分県|利では、豊かで多彩な古噛文化が燗＃lいていくの

です。
＝

鐙蕃弱.原

宇佐市赤塚古墳全景

臼杵市日塚古墳石棺

ヘハ
1 0

、

ノ
ダ

／･一・三、－－－．－－斗 大分市千代丸古墳石室
〆

」
〆

ノ

、
！

●
、
．
０
１
．
０
１
ご
』

■

●

、
、

岩
へ／

》
．
、
、
、
１
Ｊ
！
〃
グ
ノ

グ
〃
．
Ⅱ
』
．
、
、

一

◆
ｈ
、

●

一

、
●

Ｄ
●

、

、

■
Ⅱ
ｐ
９
Ｊ
〃
ケ
○
・
”
〃
・
■
も
■
″

、
ｊ
Ｊ
『

〃
ノ
ー
‐
、
Ｊ
・
《
や
、

〆
』

1
一

太郎次郎

千‘

逢莱山

、
』

、

、
．
】
ノ
：
１
１
‐
●
０
，
１
．

１
１
口

､-,.--〆一

大分県内の主な古墳図1

ED



謹圭菫灘雛三灘

横穴式石室と横穴墓
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5枇紀にはいると大分県内でも横穴主W~r室が占墳の内部
I ”，,3〆

施設として採用されます。副葬IY!も、それまでの呪術的な

鏡等に代わって、実用的な馬具や刀、雛等の鉄製品が石室

内に埋納され始めます｡次に5世紀中頃に入ると豊後1判部

地域では大形の古墳が姿を消し､国東半島周辺へ勢力の中

心が移ってくるようです。

6世紀にはいると、石室が巨大化します。このあたりの
き掌咄

変化は畿内と同じ流れで、興味深いものです。しかしこの

時期、厩I東半島周辺部では大形の．占墳は造られておらず、

勢力の中心は大分平野と、田･玖珠盆地を中心とした地域

に移っていくようです。また、この頃、新しい埋葬の在l)

方が州現してきます｡それは古墳時代を形成する社会の成

熟の現れと考えられています｡このような集、が造った墳

墓が「横穴墓」と呼ばれているものです。

巨大な墳丘を造らず､巨ｲIを用いないこれらの横穴墓群

は、大分県内では宇佐地方を中心に広がりを見せます。

現在は4市6町村にまたがって確認されていますが､今

後事例が増えることが予想されます。

このように様々な社会情勢の変化のなか、7泄紀末には

他の地域と同様徐々に古墳は消えていきます。
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ひとぴとの暮らし

ここに群のl器があ(）ます･様々な

形、大きさいずれも、Ili墳時代の6枇紀陵
1 ．5

1§に、大分県宇佐市葛lﾙ(遺跡に住んでいた

人々がn噸、生活の!'!で使っていたもので
i 古 ・』‘ -､

す。この遺跡は、lilﾘ1場繋備に伴い、IWII52
･ f、．

年にI洲査がｲ]ゞわれ、嬢穴住l,'+18軒、イく定形

の士城6蛙､州立材建築遺構等が確認され

ています。

今II11膳ﾝ｣<しているもののII!で、制個され

るものは土製の錘です｡これは海に出て魚

を捕る網の錘として使われていたもので、
二 ・

米を蒸すための甑やHIを耕すための鉄製鍬

先の川MII1から分かるように、米を:ii食に

していた集落でも、海に近い喋境から漁を

おこない様々な抑産物を食料にしていた､11

時の葛原遺跡の人々の斑かな懲らしふりが
" き

想像できます。この他にも蛸漁のための蛸

磁も兄つかっています

､

6
、

と

ショウロ形土器甑

曲'轟鐘

3 7

士錘・土製王十師器

4 8

鉄製鋤先十師器

R
u

須恵器

,,誕七
Ｊ
・
こ

り
も
←

､鯨.／」
蛎

信2
℃ z，

'噂｡;農霊鍵，
⑪哩吋

4

1
～ 巴

●
炉
心

命生

蟻：
ロ ロロコ .:X.w;;

c－ , .『：凸 ■1．色2 ．’8

1

□
C

か．○・ ゴ

[

、、

巧
_〕 ／､．C

ロ
ワ
？
口
罵
白

瑚
、
。
．

も
こ

Ｏ○

0祇｡\・
も｡

(.,
ー丁キーT 耐 ロ ｡ 一

4K’

ﾛ 』

図5宇佐市葛原遺跡遺構配置略図

⑨



▲
▲
鼻
▲

傘
必
至
塗

▲
▲
△
凸

鐸
デ
ヂ
ヂ

一
一
｜
《

毎

I■■■p

P

T

焚飾,Ifij'iの起源は、近縦、北|蛾、 lll陽な と'の地･ﾉJ･でｲ,1:iiの |難にil'l:狐丈や｢'1 史を彫刻する！|;例とされています

ここﾉし州では、iMI測りI↓八女郡広川llll-の行人1I1古噛のfi柿に施された装飾が最T}｢と考えられていますその儲
』 弓 ． γ

はｲI柏からｲLi宝内部へと移っていくようです｡特に5 1II:紀後1fから出現する7T隙系装飾II蛾は､熊本ﾘ,lを'卜'心
』 皇

ﾘI↓筑後地ﾉJ.まで咳がりを兄せています6-l1l:紀にはいって､批穴式ｲl.篭の流行にともない装飾1II域も大きく唆

す“このIIWIの装飾古ji'iは福|i!1地ﾉjに多く川現し装飾も多様‘ liをもちまさに装飾II｢墳の時代と!;えましょう

装飾占域はこの頃から、ノL州111(除く鹿児烏以1判)へ広がりを兄せ､そのまま終ｲ<期の古噛へつながっていき

人分県|ﾉ1では、5111:紀に人って例i孫装飾111埴が佐賀|%1 .|喝基部の臼杵'ljに出現します”このうち|でl｣術1fil'i
ゞ 爵

111.埴には、イ,人が伴われており、そのlll現とIjiせて興味深いものがあります‐

ついで、6世紀にはHIII玖珠盆地に筑後川|､､流域のII鮒の影響が強く現れている彩色系の装飾古噛が造ら

方､IKI*-､|鳴や大分､r野にも他の系諦が縁えられる枇穴式ｲI端内部に線刻が施された装飾II7蛾が造られていま

れらの占埴はいづれもの地域的な繋がI)に不|ﾘ'な,Ihが多く、ケ後の{iﾙ究縦題となっています
．』 ：

また､この時期には全j-:佐平野を'|!心とした地域で樅穴墓が激多<;i通られ姉め､そのなかで錠|111の入り1 1部に＆

施された装飾横穴熊が兄られます

しかし、発ﾉ|甥|ﾉﾘや地域の|災られる等の問題が多く残されており、今後I淵査によるlijl:'先が期仲されます

その後

系装飾III埴は､熊本ﾘ,lを中心

ともない装飾1I1噸も大きく愛容

期の1+下噴へつながっていき
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法恩寺山占墳群は、nl ll盆地北東の法恩寺山の頂

部に全部で7基造られています。このうち装飾があ
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大分県教育委員会編「大分の装飾古墳」より転載
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図21 鬼の岩屋2号墳墳丘測呈図
大分県教育委員会編「大分の装飾古墹」より転載
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図42 A号横穴蟇実測図
大分県教育委員会編『大分の装飾古墹」より転載
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図43 D号横穴墓実測図
大分県教育委員会絹「大分の装飾古墹」より転載
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図大分県教育委員会編図44装飾横穴墓測量図 ｢大分の装飾古墳」より転載
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もつ石棺と石人3
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おわﾉ)に
■■

この展示をご覧になって、

どのように思われたで｛ ようか。

装飾古墳が営まれていた時代が、

豊かな精神社会であった事が

お分かりいただけたのではないで’ようか。

装飾古墳館では、

これから足掛け8年にわたって、

全国の装飾古墳を

なさまにご紹介’ていく事になっておりま‐

どうぞ、来年もご来館いただけますよう

ます。みな

館員一同願っております。

平成8年10月1日

熊本県立装飾古墳館
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薯
毒
，
墳

睦
一
古

＃
”
満
飾

諺
装

裳
一
の

霊
勵

主
４
－
分

輝
鱒
大

磑
罎
短
”

堂
堂灘

一
一
一
一

歩
窯
『

、
一
・
一
一

一
》
》
一

Ｆ
一
宇

《
《
《
今

▲
▲
心
心

▲
▲
▲
墨

守
守
守
寺

一
一
一

指定 箔称

所fI地 墳丘

国指定ガランドヤ1号墳

nl l l市ｲijl:|I1J字西の|*l1187 小明

|王I指定ガランドヤ2号墳

RHI11iliji:lll].'j･t西のlX11187 1ﾘ墳

|玉l指定穴観音古墳

nlll市大'j鯵1ﾉﾘ河野9 Iﾘ墳

国指定法恩寺山3号墳

l llHIli大字I~I"641ほか |1j墳

県指定鬼ヶ城古墳

玖珠町大字帆足1980 1 1li"

県折定鬼塚古墳

玖珠町大字小冊910 不明

未折定麿巣横穴蟇群4号蟇

玖珠町大字帆足字鷹巣

|王|指定鬼の岩屋1号墳

別府市大字北ｲ伽172 1 11墳

国指定鬼の岩屋2号墳

別府市大'j'北ｲl.h(132-1 不明

閏指定千代丸古墳

大分市大榊靭崎:T-代丸595-4 1｣I墳

|歪I指定伊美鬼塚古墳

|王ljjll1].大字!''2428－1 111墳？

国指定四日市横穴蟇群(加賀山横穴蟇群3国指定四日市横穴蟇群(加賀山横穴蟇群3

XO

術造(イI案） 装飾の内容 所有科

1

撤穴式ｲI* 彩色･l 'l文･人物･馬･舟･飛鳥ほ力 l l l l lllj

2

検穴式ｲI第 彩色騎馬人物･鋸歯文･ l '1文 |｜|||､巾

3

横穴式ｲI案 彩色･ l11jk･三角文･人物･舟･飛鳥 l l l ll .il」

I

樅穴式ｲI津 彩色･ l 1l文･ lwl心|'I文･飛鳥･馬 I IH1II｣

5

横穴式ｲ,案 彩色‘木の葉ほか 地 Iヌ

6

彩色･ I 11jk･ lijl心I11X･人物･舟
や
．
、
二
．

噂
寺ｌ

ｖ
４
Ｉ

恥
’
昭

ゞ
Ｊ

』
Ｌ

ｆ
ノ
ノ

・

・

■

■

号

、

８
坐
Ｄ
０
Ｌ稲 ||占i 人

【
ｆ

彩色･ I Ij文･人物？ IIwi 人横穴墓

8

別府-巾樅穴式ｲi案 彩色･鋸･歯文・靱ほか

9

彩色･ l11文三角文蕨手文ほか 別府.111樅穴式ｲI隼

10

大分1Ij線刻･連続刈文人物･動物横穴式ｲI索

1l

線刻舟･人物･群島･樹木ほか 閏兇|||］枇穴式ｲ1津

940号墓）

宇佐市･ﾉぐj･W11市字加f?山

岡指定四日市横穴蟇群(一鬼手横穴墓群62号墓）

宇佐市大判ﾉﾘI1IIj字・鬼下

県指定貴船平下の裏山装飾横穴薑

宇佐IIT大字ll l l､.･上元軍

未指定観音山横穴蟇群A B号蟇

宇佐市大'i･土元軍字観音山

末指定水雲横穴墓群A･ 8 ．，号蟇

院Iﾉ1町大字上副字水雲

県指定穴瀬横穴墓群2 ．4 ．5 ．7 ．16号蟇

豊後高lll.iiT火'j･2淀和｜催敷

未指定城山装飾横穴蟇

中津-'l7大'洲1･藤|I間．:城山

県指定臼塚古墳

F1杵'li大字稲l l l'j･営林･ ljti :､|z 前方後'11墳

国指定下山古墳

|言|杵II'大字諏訪'j･' r.l l l 前ﾉj後|ﾘ墳

未指定神下山古墳

FI杵市大字諏訪字神 |､. 111墳

12

宇佐市彩色杏忙形文･|11文枇穴墓

13

宇佐-11J彩色･同心|11文描穴墓

14

彩色･同,L､111文･六脚輪状文 llwi 人横穴蕊

15

|IM 人彩色･同心l'l文横穴墓

16

i1tl 人彩色｡|リ文･舟.？検穴墓

17

棡人彩色･ l '1文横穴蕊

18

彩色|'1文 iril 人枇穴墓

19

線刻･平行|ﾉﾘ辺形 iIII社地舟形ｲ,.l:ri
(I人は|'{|のm-x

佃人

20

線刻･､ド行I呵辺形家形ｲI､'|:1!i

21

家形ｲ1柿 線亥リ踵方形 地 ’又

⑬



溌讓式蓋可重量'堂・P

－ 穿誤窒要
▼

凸

一 一 ■ 可 ▼▲ﾏe4i

▲
凸
＆
▲
鼻
▲
▲
今

亨
寸
専
ご

《
峰
一
一

HHI市

I I I11市教育委員会

日出市

日冊.市教青委員会

〃

、田市教育委員会

〃

〃

Ⅱ、市

nl+|市教育委員会

日田市

日出市教育委員会

〃

日出市

[1 111市教育委員会

〃

日出市

日旧市教育委員会

〃

nIH市

'1出市教育委員会

日IH市

|~I ITI市教育委員会

日出市

｢IHI~ili教育委員会

「i剛市

[I I}I市教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

nHI市

[I ｢|1市教育委員会

〃

〃

上I田市

円出市教育委員会

R州市

日旧市教育委員会

I I爪市

日田市教育委員会

日出ilj

日出'li教育委員会

11 ガランドヤ1号噴

鉄鍬

12ガランドヤl号墳

ガラス小玉

ガﾗｽ九_|､そ

管玉

耳環（金銅製）

耳環（銀製）

13 ガランドヤ2号墳

緬慰器（平瓶）

14 ガランドヤ2号墳

彼恵器（姿｢I縁部）

緬恵器（坏片）

15ガランドヤ2号墳

馬具（師|)金具）

馬具（絞具）

16 ガランドヤ2号墳

施

､ド盤

17ガランドヤ2号墳

血刀（鍔付き）

18ガランドヤ2り墳

鉄雛

19ガランドヤ2号墳

珠文鏡

20ガランドヤ2号増

ガラス小上・式

淵･ｲi製FI玉

上製練玉

ガラスf

水品製切]'･玉

」-|,環（金銅製）

叫~環（金製）

21法恩寺山4号墳

弧恵器（商坏）

披恵器（雌）

須恵器（提瓶）

22法恩寺'''4号墳

斌恵器（脚付き壷）

23法恩寺山4号墳

弧恵器（捉瓶）

24法恩寺山4号-墳

彼恵器（捉瓶）

25法恩寺山4号埴

馬具（幹）

9.1告I

宇佐巾l 赤塚古墳

獣文帝三神貢獣鏡・レプリカ 占
榊
山
吋
占
岬
占
“
占
“

Ｊ
ａ
Ｊ
ｆ
企

５
１
２
３
２

紛融軸貼削畷蝦儲輔

′ﾅ:佐IIj

宇佐市教育委員会

宇佐117

宇佐市教育委員会

〃

〃

〃

ｸ

ﾉﾅ:佐IIj

宇佐-'li教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

宇佐市

宇佐IIj教育委員会

〃

〃

〃

〃

宇佐IIj

宇佐市教育委興会

宇佐'|j

ｲi:佐市教育委員会

〃

宇佐IIj

宇依TIj教育委典会

「1HI I Ij

｢I III市教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

l l l l l市

nl11市教育委員会

〃

〃

〃

l .山

葛原遺跡

甑

葛原遺跡

平底椀

謹（小）

有孔甕（小）

甕（巾）

丸底椀

葛原遺跡

土11

台付椀

平底椀

丸底椀

平底甕（中）

丸底甕

葛原遺跡

須恵器（高坏）

須恵器(1j-孔謹）

須恵器（平底鉢）

須恵器（平底椀）

須恵器（坏身）

葛原遺跡

ジョウロ形l器

葛原遺跡

土錘

土製玉

葛原遺跡

鉄製鍬先

ガランドヤ1号埴

2

1点

3

占
い
占
略
占
軸
占
州
門
小

Ｊ
ｆ
グ
ｆ
Ｊ

１
１
１
１
１

1点

占
い
占
畦

丘１
１

4

占
酬
占
斗

。
Ｐ
▲

２
１

占
い
占
い
占
恥
占
咋
占
い
汽
岫

Ｊ
Ｊ
ｊ
グ
ヴ
ノ

１
１
２
２
１
１

古
《
占
い

１
１

l貞5

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

１
２
１
１
１

3j､5

1点

古
叫
占
、
占
吋
占
恥
占
咽
占
い
占
恥

ｊ
Ｊ
ｄ
ご
Ｊ
Ｊ
ひ

２
１
２
４
２
３
１

6
ー

’

0

1 ,1､7

７

山
恥
占
い

〃

ず

１
３

8

1 1I]

9

須恵器（坏蓋・坏身）

須恵器（高坏）

須恵器（短頚壷）

須恵器（蓋ｲ.l短頸潔）

須恵器（雌）

須恵器（提瓶）

ガランドヤl号墳

馬具（禅）

馬.j-L (飾I)金具）

,馬具（絞具）

馬具（鞍金具）

占
私
占
叫
占
州
占
叫
汽
湖
ｈ

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

占
い
占
恥
占
峠

Ｊ
ひ
』

３
１
１

，占
一jb,､

l ,山1O

山
峰
占
、
灯
、
占
郡

ｆ
グ
Ｊ
Ｊ

ｌ
４
１
１

l ,山

1点

⑩



辱
志
一
一

Ｆ
。
■

審
幸
担
壼

Ｐ
Ｐ
ｒ
■

必
。
島
必

ユ
ユ
▲
企

画
▼
棒
宇

早
■
省ウ

マ

《
《
《
《

』
一
ロ
』

▲
且
ａ
△

凸
△
４
▲

▽
▼
▽
．
▼

▼
Ｔ
▼
▼

』
』
坐
』

ザ
ウ
ア
ア

ａ
ａ
ａ
ａ

幸
ロ
》
声

▲
▲
▲
▲

▲
▲
▲
▲

『
ヘ
ー
マ
恥

▲
▲
▲
▲

ザ
守
呑
▼

守
り
▽
，
寺
，
▼

一
一
一
一

『
『
『
『

△
△
△
△

一
一
一
一

▼
▼
ア
ア

▲
▲
▲
▲

》
》
》
》

《
今
《
《

壱
壱
｝
壱

▲
▲
◆
▲

▼
▼
▼
▼

▲
△
▲
▲

血
且
“
且

■
▽
。
■

凸
凸
△
▲

▼
▽
▼
▽

』
』
』
』

テ
マ
ナ
テ

ａ
ａ
ａ
ａ

》
ロ
画
画

坐
坐
坐
“

甲
Ｔ
寺
▼

一
△
▲
“

▼
▼
▼
▼

▲
▲
＆
Ａ

Ｔ
▼
▼
▼

ニ
ニ
ユ

ー
ニ
ニ

ニ
寺
零
．
『
マ

ュ
ユ
型
壷

一
一

玲
舛
等

》
一
一

凸
▲
▲
＆

曲
亀
△
込

辱
寺
守
り

《

｣I,1j具（飾り余興) 2!II

,!!j!l (絞具) 211j

賜典（冊め『!) 1 ,''1

26法恩』腎11 1 =1号墳

賜11（鈴雲珠) l'I､(

27世恩寺ll 14-り･埴

1111:ﾉj l l((

28は恩寺11l4り増

変形J1獣鏡 l jj,(

29法恩､Ⅶ1 .1 >ﾉ･職

叫.環(f#l'1製) 2,III

":K 6.II.(

小[ 7211.(

切j'･玉 3!'.(

節盤|; l'l.(

30職巣械穴蕊群（前庭部出｜）

弧恵器（尚坏) 1 ,lII

鎖恵器（坏證身) 2.'.1,(

〃偲器(") 11'(

須恵器(｣1I) 1 .11(

弧恵器（提瓶) 1 .1.I(

31 膳巣樅穴耀群（前1廷部出｜）

尚坏 2，'I（

坏身 1 .11.(

短頚斑 l 1I（

32囎巣4－り-横穴墓

鉄雛 3,11,（

33鵬巣3り･横穴蔑

鉄雛 1 ,'.II

34聡巣4号枇火墓

j.!jj1. (#IIW) 1 ,1A(

ノルl 1. (喋状金具) LIIJ;

賜典（留め具.) 5,'.'(

j､IM(鮫』ぃ 3II（

，1,1j1! (雲珠) 1ノ III･

，1,!j.!4 (部位小明) 711I

35聡巣:l号横穴墓

釧jﾘll l''I(

叫環（銀製) 1 .1!I

ガラス切子-f 2,'!､'《

ガラス|&式 K13,IAI:

36鬼のY}朧古墳群周辺川｜‐

須恵器（坏蓋・身) l .'1'!

弧恵器("l l .'l(

弧恵器（ ､r瓶) 1 .'l':

|l lll市教育委jifW

〃

〃

HI II-'lj

l l l li'lj教育委興公

ll l l l 'lj

|-l l l l 'li教育委興公

I 1MI I Ij

l l lⅡ市教育委員会

ll l ll '|j

l l l l l市教育委貝会

〃

〃

〃

〃

玖珠町

玖珠町救育委j-!会

〃

〃

〃

〃

玖珠lllj-

玖珠111].教育委興会

〃

〃

玖珠lll].

玖珠IIII教育委員会

玖珠IIII

玖珠町教育委興会

玖珠IWI

玖珠町教育委輿会

〃

ク

ヶ

ク

〃

玖珠町

玖珠町教育委貝会
〃

敏恵器（壷）

鎮恵器（提瓶）

緬恵器（陣形雌）

鬼の岩雌2り噛

鎮恵器（坏身）

伊美鬼塚IIi埴

須恵器（向坏）

敏恵器（坏雑・身）

頼恵器（坏身）

須恵器（誰付111-)

須恵器（､｢瓶）

観音l l1横穴蕊群（ ：

須恵器（壷）

観青山椛穴蕊群（‐

斌恵器(3Mil l緑片）

緬忠器("1 1")1･)

頬恵器（坏ハ）

|で|塚古峨

埴輪ハ

FI塚!Ifili

iglll片

'て|塚Iﾄi峨

鉄鉾

|ｮ塚古墳

位系_皇公以龍鏡

|ごI塚111"

|几I献鏡

臼塚古墳

j1釧

|書I塚古墳

11'"j

1,.111古峨

|'l筒埴輪

|､ l11占墳

桃種

|､~ ll1古峨

鉄剣

|､~II1占噴

IIII刀

|､~山,l,.tH

鉄艇

|､.山古峨

鉄斧

ドIII11i"

W|､: 式

１
１
ｌ

凸
１
日
９
８
９
も
り
い
』
Ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｊ
Ｊ

ｌ
１
１

別府IIJ教育

〃

"li会

〃

別府11」37

1 ,1.' I

38 |='il)LIIIl

l '11.':

r) 1 ,1A(

1 .11,（

1 1I(

211.(

(炎採盗料）

l .IA(

(衣採資料）

|玉|兄町教育委iM

〃

〃

〃

〃

i證佐11j39

j-2佐-ili"育委貝会

j･t佐IIJI()

i:佐11j"育委il会
Ｉ
Ｉ
１

１１
１
１

〃

〃

「1杵'lj

FI 杵神社

｜鴛|杵'lj

F1 杵神 社

「IWIIj

Iで二｜ 杵神社

「1#1'lj

円杵神礼

H杵II｣.

円杵神社

｜でI杵'li

臼杵 ネ'l' il

｜令l杵'ij

l署~1 杵神社

「|杵'lj

F1杵巾教育姿jiff

｜君．|杵'lj

円杵市教育委典会

｜署 11:1IIj

lでI杵｢|i戦育委興会

円杵'lj

lご1杵'lj教育委興会

「l杵IIj

円杵市教育委典会

F1杵III

臼杵'l'.教育委興会

「1杵IIj

Iz.l杵市教育委興会

l1

l'j!

12

l l'1

13

l II I

''1

l'l'

l5

1 11 1

16

2 1!j

17

l ｣Iij

18

l'l'

19

51'

5(）

31'l

51

3 1'l

52〃

61【I〃

別府'lj

別府-1i7教育委員会
〃

53

2III

5‘！

‘ノ山
一々 L

〃

⑨



凸
▲
凸
▲

▲
▲
△
《

守
Ｔ
守
毎

《
《
《

幸
一
奉
亭
“

の
“
『
ロ

声
幸
守
霊

子
■
■
日

当
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